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被災地の子どもたちに元気を！
　避難所の宇土東小学校にくまモン隊が訪問し，うとん行長しゃんと一緒に子どもたちとふれあいました。
子どもたちは笑顔いっぱい体操をしたり，とても喜んでいました。
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大雨により被災された皆様へ

　６月20日から21日未明にかけ，本市において，時間当たり最大122mmの猛烈な雨が降り，市内各地

で土砂災害や床上浸水等が発生しました。

　土砂災害により犠牲になられた方々に心から哀悼の意を表するとともに，被災された方々にお見舞い

を申し上げます。

　市議会としましても，今後も引き続き，被災された皆様に寄り添い，執行部と共に力を合わせて一刻

も早い本市の復興に取り組んでまいりますので，御理解と御協力のほど，よろしくお願いいたします。

 宇土市議会　

熊本地震発生後の市議会活動
●４月14日，午後９時26分
　　熊本地方を震源とする最大震度７（マグニチュード６．４）の
前震が発生。本市でも震度５強を観測し，市では，災害対策本部
を設置，全地区の避難所が開設されるとともに，避難者支援，被
害状況の確認及び復旧作業が開始されました。
●４月16日，午前１時25分
　　熊本地方を震源とする最大震度７（マグニチュード７．３）の
本震が発生。本市でも，これまで経験したことのない震度６強を
観測し，市役所４階部分が崩壊。また，中央線陸橋の段差発生や
家屋等の倒壊，上水道が漏水するなど甚大な被害を受けました。
　　　 
●４月27日
　　全員協議会を開催し，執行部から被害状況や避難所の状況，花
園台等の避難指示，被災者支援の状況について報告を受け，対応
等の協議を行いました。
　　また，「市議会としての地震に対する今後の取組」について協
議を行いました。

　　　 

全員協議会

熊本地震
発生
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●５月９日
　議会運営委員会を開催し，第２回定例会の会期の短縮や，一般質
問の取り扱い，議会としての特別委員会等の設置，地元選出国会
議員への陳情等について協議を行いました。
●同日
　　全員協議会を開催し，執行部から地震に伴う状況報告を受け，
対応等の協議を行いました。
　　また，閉会中の常任委員会を開催し，今後の課題等をとりまと
めて，提言書として執行部に提出すること，５月の毎週月曜日を
基準に全員協議会を開催することを取り決めました。
　　　 
●５月16日
　　全員協議会を開催し，執行部から地震に伴う状況報告を受け，
対応等の協議を行いました。また，市議会において，熊本地震へ
対応するための組織を設置することや，地元選出国会議員への陳
情について協議を行いました。
　　　 
●５月18日，19日
　　総務市民常任委員会，経済建設常任委員会，文教厚生常任委員
会の３常任委員会を開催し，今回の地震やその他災害に対する課
題や提案について協議し，とりまとめを行いました。
●５月18日
　　議長及び市長で，県及び県議会に対して，「宇土市の復興に向
けた要望書」を提出し，庁舎の再建・解体及び公共施設等の復旧
に係る財政支援，造成団地の復旧対策などについて陳情活動を行
いました。

　　　 
●５月23日
　　議会運営委員会を開催し，第２回定例会の会期を短縮すること
や，一般質問については，「市長の復興に向けた決意」に関して
議会を代表して一人が行うことが決まりました。

議会運営委員会

全員協議会

３常任委員会

熊本県への陳情

全員協議会

議会運営委員会
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●５月23日
　　全員協議会を開催し，執行部から地震に伴う状況報告を受け，
対応等の協議を行いました。
　　また，市議会において，「熊本地震復旧復興推進協議会」を設
置することとし，市執行部への提言書，地元選出国会議員への陳
情について協議を行いました。
　　　 
●５月30日，31日
　　「熊本地震復旧復興推進協議会」の有志議員で，地元選出国会
議員に対し，本市に対する財
政支援及び人的支援について，
陳情活動を行いました。

　　　 
●６月１日
　　全員協議会を開催し，執行部から地震に伴う状況報告を受け，
対応等の協議を行いました。
　　また，市議会において，市執行部に対する「平成28年熊本地震
からの復旧・復興に向けた提言書」をとりまとめました。
●同日
　　正副議長，議会運営委員長，各常任委員長から，市長に対し，
上記の提言書を提出しました。

　　　 
●６月８日，９日
　　議長が西山県議と共に上京，先だって上京していた市長と合流
し，国及び地元選出国会議員に対し，庁舎の再建・解体等に係る
財政支援及び花園台の造成団地に関する復旧事業への支援につい
て陳情活動を行いました。

国及び国会議員に
対する陳情

国会議員への
陳情

全員協議会

市長に提言書
の提出

全員協議会
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平成28年 第２回定例会
　第２回定例会を６月20日から６月23日まで，４日間の会期で開催しました。これは，平成28年４月に
熊本地震が発生し，震災直後の定例会であることから，執行部の復旧対応業務への影響に配慮し，会期を短
縮して行ったものです。
　市長提出議案として，専決処分の報告及び承認15件，宇土市広告式条例の一部改正など条例関係２件，
平成28年度一般会計補正予算など予算関係２件，宇土市固定資産評価審査委員会委員の選任についての人
事案件１件，議員提出議案として宇土市議会基本条例，平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る特別な
財政措置を求める意見書など６件が上程され，いずれも原案のとおり決定しました。
　議案の主な内容は下記のとおりです。なお，議決結果は15ページに，各委員会での審査内容は，12～
14ページに記載しています。

専
決
処
分

◆
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
基
礎
課
税
額
等
課
税
限
度
額
を
改
め
る
。

課
税
限
度
額
の
種
類

改
正
前

改
正
後

基
礎
課
税
額
に
係
る

課
税
限
度
額　
　
　

５
２
０
，０
０
０
円

５
４
０
，０
０
０
円

・
減
額
措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の
算
定
に
お

い
て
被
保
険
者
数
に
乗
ず
る
金
額
を
改
め
る
。

改
正
前

改
正
後

５
割
軽
減

２
６
０
，０
０
０
円

２
６
５
，０
０
０
円

２
割
軽
減

４
７
０
，０
０
０
円

４
８
０
，０
０
０
円

【
施
行
日
】

・
平
成
28
年
４
月
１
日
（
平
成
28
年
度
以
後
の
年

度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
適
用
）

◆
平
成
27
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
９
万
７
千
円
増
額

し
、
総
額
を
１
５
９
億
１
，
７
９
８
万
円
と
す

る
。
１
月
23
日
か
ら
１
月
25
日
の
大
雪
災
害
対

策
経
費
。

◆
平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
43
億
１
，
３
５
９
万
１

千
円
増
額
し
、
総
額
を
１
９
３
億
３
５
９
万
１

千
円
と
す
る
。
４
月
14
日
、
16
日
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
に
伴
う
震
災
対
策
事
業
経
費
。

◆
平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
億
３
，
６
９
５
万
２

千
円
増
額
し
、
総
額
を
２
０
０
億
４
，
０
５
４

万
３
千
円
と
す
る
。
４
月
14
日
、
16
日
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
に
伴
う
震
災
対
策
事
業
経
費
及

び
宅
地
耐
震
化
促
進
事
業
経
費
。

条
　
　

例

◆
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
の
被
害
者

の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
の
被
害
者

の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措

置
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
行
政
上
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
の
延
長
に

関
す
る
措
置
と
し
て
、
①
条
例
等
に
基
づ
く
行

政
庁
の
処
分
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
権
利
等　

②

条
例
等
に
基
づ
き
市
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

権
利
で
、
４
月
14
日
以
降
に
満
了
す
る
も
の
を
、

９
月
30
日
を
限
度
と
し
て
満
了
日
を
延
長
す
る

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

・
期
限
内
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
義
務
に
係
る
免

責
に
関
す
る
措
置
と
し
て
、
４
月
14
日
か
ら
７

月
28
日
ま
で
の
間
に
履
行
期
限
が
到
来
す
る
義

務
が
７
月
29
日
ま
で
に
履
行
さ
れ
た
と
き
は
、

当
初
の
履
行
期
限
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
行
政
上
及
び
刑
事
上
の
責
任
は
問

わ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

【
施
行
日
】

　

公
布
の
日

予
　
　

算

◆
平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
，
６
９
３
万
２
千
円

増
額
し
、
総
額
を
２
０
０
億
８
，
７
４
７
万
５

千
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
参
議
院
議
員
選

挙
費
、
担
い
手
育
成
支
援
経
費
、
震
災
対
策
事

業
経
費
の
増
額
補
正
。　

◆
平
成
28
年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
８
万
８
千
円
増
額

し
、
総
額
を
54
億
３
，
１
７
２
万
４
千
円
と
す

る
。
国
民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府
県
単
位
化

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
の
増
額
補
正
。

そ

の

他

◆
宇
土
市
役
所
本
庁
舎
他
解
体
工
事
請
負
契
約

の
締
結

　
　

予
定
価
格
１
億
５
，
０
０
０
万
円
以
上
の
工

事
の
請
負
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

【
契
約
の
目
的
】

　

宇
土
市
役
所
本
庁
舎
他
解
体
工
事

【
契
約
の
方
法
】

　

随
意
契
約

【
契
約
の
金
額
】

　

３
億
７
，
９
０
８
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
相
当
額
を
含
む
。）

【
契
約
の
相
手
方
】

　

西
松
建
設
株
式
会
社
九
州
支
社

人

事

◆
宇
土
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
（
任
期
3
年
）

　

秋
田　

泰
雅　

氏
（
新
任
）
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平成28年第 2回宇土市議会定例会　一般質問一覧表
【一般質問】

発言順 氏名 質問事項（大項目） 掲載ページ

1 杉　本　信　一 （1）復興へ向けた市政について ７

※今回の一般質問は，執行部の復旧対応業務への影響に配慮し，18人の議員を代表して一人が行いました。

◆平成28年度宇土市一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ4,693万2千円を増額し，総額を200億8,747万5千円とする。

費　目
（歳出概要）

予算額
（千円）

歳出の主なもの
（　）内は補正額【単位：千円】

総 務 費 5,264
参議院議員選挙費（3,590），パスポート交付事業経費（900），
経済センサス経費（602）

民 生 費 17,679
保育所等整備事業（9,460），放課後児童健全育成事業経費（3,595），
母子家庭高等職業訓練促進事業経費（3,128）

衛 生 費 929 社会保障・税番号制度導入経費（929）

農林水産業費 9,042 担い手育成支援経費（8,767），地籍調査一般経費（275）

土 木 費 405 住宅管理一般経費（405）

教 育 費 9,101
社会教育総務費一般経費（9,400），小中一貫教育推進事業（953），
網田小中一貫教育推進事業（▲1,401）

災 害 復 旧 費 4,512 震災対策事業（4,512）

ピックアップ

宇
土
市
議
会
基
本
条
例

　

市
民
に
身
近
な
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目

指
す
た
め
、
よ
り
公
平
性
、
透
明
性
を
高

め
、
市
民
と
の
協
働
の
下
、
議
会
の
目
指

す
べ
き
理
念
を
達
成
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則
、
市
民
と

議
会
の
関
係
、
議
会
と
市
長
等
の
関
係
、

一
問
一
答
に
よ
る
質
疑
応
答
及
び
反
問

権
、
議
員
の
責
務
等
の
議
会
に
関
す
る

基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

【
施
行
日
】

　

平
成
28
年
７
月
１
日

宇
土
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
の
最
終
報
告

が
行
わ
れ
、
そ
の
改
善
事
項
を
実
現
す
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
議
員
報
酬
に
日
割
計
算
を
導
入
す
る
。

・
費
用
弁
償
の
一
部
を
廃
止
す
る
。

【
施
行
日
】

　

平
成
28
年
７
月
１
日

宇
土
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
の
最
終
報
告

が
行
わ
れ
、
そ
の
改
善
事
項
を
実
現
す
る

た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
内
容
】

・
政
務
活
動
費
の
交
付
方
法
に
つ
い
て
、

現
在
の
半
期
ご
と
か
ら
年
度
ご
と
に
交

付
す
る
。

【
施
行
日
】

　

平
成
29
年
４
月
１
日
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問　

こ
の
度
の
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災

さ
れ
ま
し
た
方
々
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
復

興
を
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
６
月
定
例
会
は
、
震
災
直

後
の
定
例
会
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
は
、
執
行
部
の
復
旧

対
応
業
務
へ
の
影
響
に
配
慮
い
た
し
ま
し

て
、
今
回
の
一
般
質
問
は
、
18
人
の
議
員

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
一
人
が
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

震
災
発
生
以
降
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
先
ほ
ど
市
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
と
お

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
の

中
に
は
、
住
家
に
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

方
や
、
今
も
ま
だ
な
お
、
避
難
所
等
で
の

生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
身
体
的
な
負
担
や
ス

ト
レ
ス
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
落
ち
着
い
た
平

穏
な
日
々
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
、
心

か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
執
行
部
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
本
庁
舎
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、

十
分
に
行
政
機
能
を
発
揮
で
き
な
い
状
況

の
中
、
ま
た
職
員
の
中
に
も
被
災
さ
れ
た

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
、
震
災
直
後
か
ら

避
難
所
対
応
、
被
害
対
応
、
住
民
対
応
等

に
追
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
不
眠
不
休
で
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
、
被
災
者
の
支
援
等
、

市
民
の
た
め
に
献
身
的
に
尽
く
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
当

に
頭
が
下
が
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

我
々
市
議
会
議
員
も
、
地
震
直
後
か
ら

被
災
者
に
寄
り
添
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
、
で
き
る
限
り
の
支
援
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
宇

土
市
の
復
興
の
た
め
に
、
市
議
会
と
し
て

何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
な
の
か

を
考
え
、
全
議
員
で
議
論
を
重
ね
な
が
ら

行
動
し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
５
月
23
日
に
、
全
議
員

で
「
熊
本
地
震
復
旧
復
興
推
進
協
議
会
」

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
５
月
末
に
は
、

有
志
議
員
に
よ
り
、
早
速
、
国
に
対
し
て

要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
18
日
、
19
日
に
各
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
市
民
の
代
表
と
し
て
、

市
民
目
線
で
、
各
議
員
か
ら
復
興
に
対
す

る
思
い
、
考
え
を
提
言
し
、
そ
れ
ら
を
全

て
と
り
ま
と
め
、
全
議
員
合
意
の
も
と
、

６
月
１
日
に
、
市
長
に
対
し
ま
し
て
「
熊

本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
提

言
書
」
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
被
災
者
支
援
を
は
じ
め
、
避
難

所
の
あ
り
方
、
施
設
復
旧
、
人
的
支
援
及

び
適
正
配
置
、
今
後
の
防
災
対
策
な
ど
、

今
後
の
宇
土
市
防
災
全
般
に
つ
い
て
提
言

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
一
般
質
問
で
す
が
、

通
常
の
「
い
わ
ゆ
る
一
般
質
問
」
と
は

少
々
意
味
合
い
が
違
う
も
の
と
は
存
じ
ま

す
が
、
市
長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
後
、
今
も
ま
だ
一
部
は
復

旧
の
段
階
に
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
宇
土
市
に
つ
い
て
、
市
長
の
思

い
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

先
だ
っ
て
提
出
し
ま
し
た
、
議
会
か
ら

の
提
言
に
対
す
る
お
考
え
を
含
め
、
今
後

の
宇
土
市
復
興
に
向
け
て
の
市
長
の
お
考

え
を
、
そ
し
て
決
意
を
、
是
非
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答　

６
月
１
日
付
け
で
議
会
か
ら
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
「
平
成
28
年
熊
本
地
震

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
提
言
書
」

に
対
す
る
私
の
考
え
、
そ
し
て
、
今
後
の

宇
土
市
の
復
興
に
向
け
た
、
市
長
と
し
て

の
決
意
を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
ず
も
っ
て
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
震
災
後
の
混
乱
の
中
、
そ
し
て
、

御
自
身
も
被
災
さ
れ
て
い
る
中
で
、
各
避

難
所
に
お
け
る
被
災
者
支
援
、
そ
し
て
住

民
の
皆
様
の
被
害
状
況
、
要
望
等
の
と
り

ま
と
め
、
さ
ら
に
は
庁
舎
損
壊
の
た
め
、

行
政
情
報
の
発
信
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と

を
補
う
か
の
ご
と
く
、
市
内
を
奔
走
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
い
つ
も
以
上
に
市
政
へ

の
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
全
議
員
の
皆
様
で
「
熊
本
地
震

復
旧
復
興
推
進
協
議
会
」
を
設
置
さ
れ
、

本
市
の
復
旧
・
復
興
に
御
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
も
、
重

ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
い
た
だ
い
た
提
言
書
に

つ
き
ま
し
て
も
、
会
派
を
超
え
、
議
会
と

し
て
一
致
団
結
さ
れ
、
多
く
の
貴
重
な
御

意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
深

く
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

行
政
運
営
の
両
輪
の
一
つ
で
あ
る
我
々
執

行
部
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
御
提

言
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
、
大
変
心
強
く
思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

御
承
知
の
と
お
り
、
４
月
14
日
の
前
震

と
16
日
の
本
震
を
中
心
と
す
る
今
回
の
熊

本
地
震
は
、
本
市
に
、
市
制
施
行
以
来
の

未
曽
有
の
大
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
私
ど
も
は
、
震
災
直
後
か

ら
、
議
員
の
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
、
さ
ら
に
は
全
国
の
自
治
体
か
ら
の
大

勢
の
応
援
職
員
の
皆
様
に
御
協
力
を
い
た

だ
き
、
市
民
生
活
の
復
旧
を
第
一
に
、
総

力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

復
興
へ
向
け
た

市
政
に
つ
い
て

（無所属）

杉本　信一　議員
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ま
ず
、
被
災
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
震
災
に
よ
り
自
宅

が
損
壊
し
、
い
ま
な
お
多
く
の
方
々
が
長

期
間
の
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
方
々
の
た
め
に
、
高

柳
町
の
終
末
処
理
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
高
柳

仮
設
団
地
と
し
て
42
戸
、
境
目
児
童
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
境
目
仮
設
団
地
と
し
て
24

戸
、
合
計
66
戸
を
建
設
し
て
お
り
ま
す
。

境
目
仮
設
団
地
は
先
週
完
成
し
、
昨
日
か

ら
入
居
が
始
ま
っ
て
お
り
、
高
柳
仮
設
団

地
も
ま
も
な
く
完
成
い
た
し
ま
す
。

　

入
居
対
象
世
帯
は
、
住
宅
の
被
災
程
度

が
全
壊
と
大
規
模
半
壊
の
み
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
、
仮
設
住
宅
を
必
要
と
さ
れ
る
世

帯
数
に
応
じ
て
、
そ
れ
に
見
合
う
数
の
仮

設
住
宅
を
整
備
す
べ
き
こ
と
は
、
御
提
言

の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
更
な

る
建
設
地
と
し
て
、
宇
土
市
土
地
開
発
公

社
が
所
有
し
て
お
り
ま
す
新
松
原
町
の
一

角
に
18
戸
を
建
設
着
工
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
柳
仮
設
団
地
と
境
目
仮
設
団

地
の
空
き
室
20
戸
と
新
松
原
町
に
建
設
中

の
18
戸
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
２
次
募

集
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

１
次
募
集
で
は
、
入
居
対
象
世
帯
を
全
壊

と
大
規
模
半
壊
に
限
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
２
次
募
集
に
お
き
ま
し
て
は
、
住
宅

の
被
災
程
度
を
半
壊
世
帯
ま
で
広
げ
、
住

宅
が
損
壊
し
、
居
住
で
き
な
い
よ
う
な
方

も
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
住
宅
の
被
災
程
度
が
半
壊
以

上
の
世
帯
を
対
象
に
、
市
営
住
宅
の
空
き

室
７
戸
に
つ
い
て
、
６
か
月
間
一
時
的
に

入
居
で
き
る
よ
う
に
併
せ
て
対
応
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
が
全
壊
や
大
規
模
半
壊
等

の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
、
義
援
金
及

び
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
等
を
支
給
い

た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第

１
次
配
分
と
し
ま
し
て
、
全
壊
・
大
規
模

半
壊
世
帯
を
６
月
３
日
か
ら
、
半
壊
世
帯

は
６
月
６
日
か
ら
申
請
受
付
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。
第
１
次
配
分
基
準
は
、
全
壊

世
帯
20
万
円
、
大
規
模
半
壊
と
半
壊
世
帯

は
10
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
、
今
月
15
日
か
ら
既
に
振
込

み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
次
配
分
に
つ
き
ま
し
て
も
、

近
日
中
に
配
分
基
準
を
策
定
し
、
来
月
中

の
支
給
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

支
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
給
事
務

を
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
人　

公
益
財

団
法
人
都
道
府
県
会
館
が
行
っ
て
お
り
ま

し
て
、
り
災
証
明
の
判
定
が
決
定
し
た
方

か
ら
順
次
受
付
け
を
し
て
お
り
ま
す
。
申

請
受
付
か
ら
支
給
ま
で
は
、
１
か
月
程
度

を
要
し
、
支
給
額
は
、
基
礎
支
援
金
と
し

ま
し
て
、
複
数
世
帯
の
う
ち
、
全
壊
世
帯

に
１
０
０
万
円
、
大
規
模
半
壊
世
帯
に

50
万
円
を
支
給
し
、
単
数
世
帯
に
つ
き
ま

し
て
は
、
全
壊
世
帯
に
75
万
円
、
大
規
模

半
壊
世
帯
に
37
万
５
千
円
を
支
給
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
半
壊
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
や
む

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
半
壊
家
屋
を
解

体
し
た
場
合
に
は
、
全
壊
世
帯
と
同
様
の

支
援
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
ち
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
付
の
早

か
っ
た
方
か
ら
順
に
支
給
が
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
。

　

被
災
し
た
住
宅
に
対
す
る
応
急
修
理
に

つ
き
ま
し
て
も
、
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
市
が
業
者
に
依
頼
し
て
応
急
修
理
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
災
状
況
に

応
じ
て
減
免
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
分
割

納
付
等
の
納
付
相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

併
せ
て
、
震
災
に
関
し
て
住
民
票
等
を
取

得
さ
れ
る
こ
と
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て

も
免
除
し
て
お
り
ま
す
。
税
の
減
免
期
間

や
手
数
料
の
免
除
期
間
に
つ
い
て
は
、
他

市
町
村
の
状
況
等
を
考
慮
の
上
、
柔
軟
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
ご
み
の
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
前
に
市
で
減
免
の
申
請
を
し
て
い
た
だ

い
た
方
は
、
直
接
宇
土
清
掃
セ
ン
タ
ー
と

熊
本
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
へ
持
ち
込
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
運
搬
車
両
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
貸
出
も
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
、
災
害
ご
み
を
自
ら
持
ち
込

む
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等

を
対
象
と
し
て
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

戸
別
収
集
に
よ
る
対
応
も
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、
市
内
の
商
店
街
の

店
舗
や
大
規
模
店
舗
も
相
当
被
害
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
企
業
へ
の
支

援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
熊
本
労
働
局
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
商
工
会
な
ど
と
連
携
し
て
、

被
災
さ
れ
た
事
業
主
や
従
業
員
の
方
、
又

は
仕
事
を
お
探
し
の
方
に
対
す
る
相
談
窓

口
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
に
つ
き

ま
し
て
も
、
商
工
会
を
窓
口
と
し
て
、
中

小
企
業
庁
が
ま
と
め
た
中
小
企
業
者
向
け

支
援
策
の
紹
介
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
被
災
中
小
企
業
対
策
と
し
て
、
中

小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
補
助
金
、
持
続
化
補

助
金
等
は
非
常
に
有
効
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
活
用
に
つ
い
て
市
内
事
業
者
へ
広
く

周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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市
に
お
き
ま
し
て
は
、
震
災
前
か
ら
店

舗
の
改
装
等
に
対
す
る
整
備
資
金
の
利
子

補
給
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
震

災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
店
舗
の
補
修
や
改

修
も
本
事
業
の
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
学
習
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
震
災
後
、
休
校
状
態
が
続
き
、
全
て

の
学
校
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、
５
月
２
日

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
休
校
で
生
じ

た
欠
課
時
間
を
回
復
す
る
た
め
、
６
月
か

ら
平
成
29
年
１
月
ま
で
の
原
則
第
２
土
曜

日
に
授
業
を
実
施
す
る
も
の
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
被
災
に
よ
り
経
済
的
に
困
窮

す
る
家
庭
へ
の
負
担
軽
減
策
も
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
、
今
回
の
地
震
に

よ
っ
て
、
不
安
定
と
な
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
精
神
状
態
も
非
常
に
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
よ

う
な
子
ど
も
た
ち
に
対
応
で
き
る
体
制
づ

く
り
と
し
て
、
５
月
末
か
ら
心
の
ケ
ア
の

専
門
家
で
あ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
派
遣
さ
れ
、
併
せ
て
養
護
教
諭
の
配
置

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
通
学

路
の
う
ち
塀
の
倒
壊
や
液
状
化
が
懸
念
さ

れ
る
箇
所
を
中
心
と
し
て
、
安
全
の
再
点

検
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
避
難
所
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
七
つ
の
避
難
所
に
、
夜
間
は

約
１
０
０
人
（
昨
日
は
96
人
）
の
避
難
者

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
避
難
所
で

は
不
慣
れ
な
生
活
が
続
く
こ
と
か
ら
、
避

難
者
の
方
に
は
様
々
な
ス
ト
レ
ス
が
加
わ

り
、
体
力
や
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
の
低

下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、
避
難
者

の
方
の
食
事
や
栄
養
補
給
面
で
の
支
援
と

し
て
、
管
理
栄
養
士
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
情

報
を
取
り
入
れ
た
食
事
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り

ま
す
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
、
希
望
さ
れ
る
避

難
者
に
対
し
て
５
月
15
日
か
ら
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
梅
雨
の
時
期
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
夏
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
衛
生
環
境
の

悪
化
や
食
中
毒
な
ど
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、

ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
設
置
し
、
生
活
環
境
の

改
善
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

県
外
の
応
援
保
健
師
と
連
携
し
て
、
各
避

難
所
を
昼
夜
巡
回
し
、
日
常
生
活
の
支
援

に
配
慮
し
な
が
ら
、
健
康
面
や
衛
生
面
に

つ
い
て
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
一
人
一
人
の
衛
生
・
健
康
管
理
に
十

分
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
長
期
化
し
て
い
る
避
難
生
活

で
は
、
そ
こ
で
の
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
な
ど

も
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地

震
に
よ
り
、
期
せ
ず
し
て
生
ま
れ
た
避
難

所
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
も
、

お
互
い
を
思
い
あ
う
大
切
さ
、
そ
れ
を
御

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
施
設
等
の
復
旧
に
つ
き
ま
し
て

は
、
仮
設
庁
舎
を
市
役
所
裏
側
市
民
駐
車

場
の
北
側
（
中
川
タ
ク
シ
ー
側
）
に
、
７

月
中
の
完
成
を
目
指
し
て
建
設
し
て
お
り

ま
す
。
本
庁
舎
内
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た

市
役
所
業
務
は
、
現
在
、
市
民
体
育
館
、

終
末
処
理
場
、
市
民
会
館
の
３
か
所
に
分

散
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
仮
設
庁
舎

に
移
行
す
る
の
は
、
広
さ
の
都
合
上
、
市

民
体
育
館
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
部
署
の

み
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
本
庁
舎
の
解
体

が
終
わ
り
、
市
役
所
別
館
と
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
段
階
で
、

分
散
し
て
い
る
部
署
を
仮
設
庁
舎
と
市
役

所
別
館
な
ど
に
一
体
的
に
配
置
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
本
庁
舎
解

体
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
初
旬
に
着
工

し
、
来
年
３
月
末
完
了
予
定
で
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
市
役
所
敷
地
周
り
に
立
入
禁

止
の
仮
囲
い
を
設
置
し
、
庁
舎
内
に
残
っ

て
い
る
備
品
類
、
あ
る
い
は
重
要
書
類
を

マ
グ
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
回
収
し
な
が

ら
解
体
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
震
災
前
の
「
宇
土
市
庁
舎
建
設

基
本
構
想
（
案
）」
に
お
け
る
平
成
33
年

供
用
開
始
と
い
う
目
標
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
倒
し
す
る
こ
と
も
視
野
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

市
民
の
皆
様
の
意
見
等
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
震
災
を
教
訓
と
し
た
災
害
時
の
防
災

機
能
の
強
化
、
及
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
行
政
運
営
の
効
率
化
、
多
様
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
策
を
考
慮
し
て
ま

い
り
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在
、
国
及
び
県

へ
の
支
援
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
が
、
災

害
復
旧
事
業
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
、

現
位
置
・
現
規
模
が
原
則
と
な
る
よ
う
で
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ご
ざ
い
ま
す
。
位
置
や
規
模
に
制
約
が
あ

り
ま
す
が
、
財
源
確
保
と
合
わ
せ
て
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、
庁
舎
以
外
で
も
比

較
的
規
模
の
大
き
い
公
共
施
設
（
例
え
ば

中
央
公
民
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
）

も
多
数
被
害
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
そ
れ
ら
の
施
設
が
、
避
難
所
と
し

て
の
機
能
を
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
宇
土
地
区
の
小
中
学
校
の
体
育
館
を

避
難
所
と
し
て
長
期
間
開
設
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
教
育
活
動
の
早
期
再
開
に
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
反
省
し
、

今
後
、
震
災
に
伴
う
施
設
の
改
修
等
を
行

う
際
は
、
耐
震
化
に
加
え
て
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
避
難
所
と
し
て
必
要
な
防
災
機

能
を
備
え
た
施
設
の
改
修
等
を
考
慮
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
庁
舎
や
施
設
の
中

に
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
共
有
財
産
で
あ

る
、
重
要
な
書
類
や
台
帳
類
も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
復
元
等
に
は
、
高
度

な
技
術
や
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
適
宜
対
応
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
及
び
未
指
定
文
化
財
に
つ

き
ま
し
て
も
、
武
家
屋
敷
・
旧
高
月
邸
や

船
場
橋
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
文
化
財
が

震
災
の
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
文
化

的
価
値
を
十
分
認
識
し
、
有
識
者
な
ど
専

門
家
の
意
見
も
踏
ま
え
て
計
画
的
に
復
旧

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
的
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
震
災
後
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
や
自
治
体
職
員
の
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
被
災
し
、
混
乱
す
る
現
場
に

様
々
な
形
で
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
対
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改

め
て
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
避
難
所
運
営
や
家
屋

調
査
な
ど
の
業
務
に
対
し
て
、
長
崎
県
、

沖
縄
県
、
奈
良
市
、
柏
市
、
日
置
市
な
ど

全
国
60
を
超
え
る
自
治
体
か
ら
常
時
70
〜

80
人
の
方
に
応
援
を
い
た
だ
き
、
約
２
か

月
間
で
の
延
べ
人
数
は
５
，
０
０
０
人
を

超
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
御
支
援

に
よ
り
ま
し
て
、
市
職
員
は
災
害
対
応
業

務
や
通
常
業
務
に
も
従
事
す
る
こ
と
が
で

き
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
住
宅
相
談
や

義
援
金
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
被
災
者
支

援
室
に
更
な
る
業
務
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
適
正
な
人
員
確
保
に
努
め
、

早
急
か
つ
確
実
な
業
務
処
理
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
の
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
回
の
地
震
に
伴
う
避
難
所
の
状
況
等
を

調
査
し
、
避
難
所
の
指
定
、
備
蓄
の
数
量
、

避
難
ル
ー
ト
な
ど
、
防
災
計
画
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
庁
舎
に
設
置
し
て
お
り
ま
し

た
防
災
行
政
無
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早

急
に
代
替
の
放
送
設
備
と
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
を
進
め
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、

６
月
中
旬
に
市
役
所
裏
側
市
民
駐
車
場
の

一
角
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
横
）
に
仮
設
プ

レ
ハ
ブ
を
建
設
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

順
次
、
市
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
、
県

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
、
J
ア
ラ
ー

ト
等
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
教
育
と
し
ま
し
て
、
今
回

の
震
災
の
経
験
と
教
訓
を
次
の
世
代
の
子

ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
も
極
め

て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
に
も
、
消
防
署
等
と
連
携

し
な
が
ら
、
防
災
教
育
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
み
、
自
然
が
も
た
ら
す
脅
威
だ
け
で

な
く
、
命
の
尊
さ
や
、
自
ら
の
命
を
守
る

た
め
の
活
動
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
他
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
が
け

崩
れ
の
危
険
箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
、

県
、
地
元
と
連
携
を
図
り
、
危
険
箇
所
の

点
検
や
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
市
道
及

び
河
川
、
橋
梁
等
に
つ
き
ま
し
て
も
点
検

を
行
い
、
災
害
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

庁
舎
が
被
災
し
ま
し
た
現
在
、
業
務
継

続
に
多
大
な
支
障
を
き
た
し
、
限
ら
れ
た

場
所
と
人
材
の
中
で
、
災
害
対
応
業
務
と

通
常
業
務
を
同
時
に
進
行
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
業
務
に
お
き
ま
し
て

は
優
先
度
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、
早
急

に
対
応
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
迅

速
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
災

害
復
旧
に
伴
い
ま
す
予
算
の
増
額
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

幸
い
、
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
剰
余
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金
が
５
億
２
千
万
円
ほ
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
一
部
で
あ
る
３
億
円
を
財
政

調
整
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
て
、
今
後
の

財
政
運
営
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

震
災
後
、
被
災
者
支
援
の
た
め
に
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
、
医
療
、
福
祉
、
教

育
の
再
開
に
も
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
仮
設
住
宅
の
建
設
や

道
路
、
河
川
等
の
復
旧
、
さ
ら
に
は
産
業

の
回
復
な
ど
、
災
害
を
教
訓
と
し
た
安
全
、

安
心
な
居
住
地
の
整
備
等
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
多
く
の
皆
様
方
か
ら
い

た
だ
い
た
御
支
援
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
引
き
続
き
の

御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
し
、
議
会
か

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
提
言
書
に
対
す
る
私

の
考
え
、
そ
し
て
、
今
後
の
宇
土
市
の
復

旧
・
復
興
に
向
け
た
市
長
と
し
て
の
決
意

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
市
長
）

提
言　

た
だ
今
、
市
長
か
ら
、
宇
土
市

復
興
へ
向
け
て
の
、
様
々
な
分
野
に
お
け

る
前
向
き
な
考
え
方
を
詳
し
く
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
力

強
い
決
意
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
実
問
題
と
し
て
、
復
興
に
向
け
て
の
課

題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

長
い
道
の
り
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
、
課
題
を
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
な
が
ら
、

安
心
、
安
全
で
住
み
よ
い
宇
土
市
、
こ
れ

か
ら
も
輝
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
宇
土

市
の
実
現
に
向
け
、
不
撓
不
屈
の
精
神
を

も
っ
て
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
、
ま
だ
落
ち
着
い
た
と
は
言
え

な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
だ
け

振
り
返
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
執
行

部
、
市
職
員
全
員
に
申
し
上
げ
た
い
こ
と

と
し
ま
し
て
、
ま
ず
、
震
災
に
よ
る
庁
舎

損
壊
に
よ
っ
て
、
職
員
の
皆
様
方
の
中
に

人
的
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
議
員
一
同
、
心
か
ら
安
堵

い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ま
さ
し
く
震
災
直
後
か
ら
、

市
役
所
裏
駐
車
場
や
各
避
難
所
な
ど
に
お

い
て
、
市
長
を
は
じ
め
職
員
の
皆
様
が
、

必
死
に
対
応
す
る
姿
を
、
我
々
議
員
も
見

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

庁
舎
敷
地
に
入
る
こ
と
も
で
き
ず
、
震

災
に
対
応
す
る
体
制
す
ら
整
え
る
こ
と
も

ま
ま
な
ら
な
い
状
況
の
中
、「
被
害
状
況

の
把
握
」
は
も
と
よ
り
、「
市
民
の
避
難

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」、「
何
が
、

ど
こ
で
、
ど
れ
だ
け
不
足
し
て
い
る
の

か
」、「
国
や
県
は
今
、
ど
う
動
い
て
い
る

の
か
。」
な
ど
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

情
報
が
錯
綜
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

全
て
の
こ
と
に
完
全
に
対
応
す
る
こ
と

は
物
理
的
に
不
可
能
と
も
い
え
る
厳
し
い

状
況
の
中
、
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
優

先
す
る
の
か
、
と
い
う
非
常
に
難
し
い
判

断
や
対
応
を
迫
ら
れ
た
局
面
で
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
全
て
の
状
況
が
未
経
験
で
あ

り
、
同
時
に
全
て
が
待
っ
た
な
し
、
と
い

う
、
未
曽
有
の
混
乱
の
中
、
市
長
を
は
じ

め
、
職
員
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
、
必
死
で
、
そ
し
て
全
力
で

対
応
に
あ
た
る
姿
を
私
た
ち
は
見
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
議
員
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
人

の
宇
土
市
民
と
し
て
、
本
当
に
頼
も
し
く
、

ま
た
力
強
く
感
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
員
一
同
、
心
か
ら
、
そ
の
御
労
苦
に
対

し
、
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
「
宇
土
市
復
興
」、
こ
れ

は
言
う
ま
で
も
な
く
市
執
行
部
と
市
議
会
、

行
政
運
営
の
両
輪
が
、
全
力
で
邁
進
す
べ

き
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
、
我
々
市
議
会
議
員
と
し
ま
し
て
も
、

市
民
の
代
表
と
し
て
、
宇
土
市
復
興
に
向

け
て
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
市
執
行
部
と
市
議
会
、
共

に
宇
土
市
復
興
へ
向
け
、
一
緒
に
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
改
め
ま
し
て
、

市
長
を
は
じ
め
、
職
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
震
災
対
応
業
務
、

大
変
御
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
自
身

で
は
気
づ
い
て
お
ら
れ
な
く
と
も
、
お
そ

ら
く
、
心
身
と
も
に
相
当
の
疲
労
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
復
興
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

今
後
の
宇
土
市
復
興
の
た
め
に
も
、
ど
う

か
体
調
管
理
に
十
分
留
意
を
さ
れ
、
老
婆

心
な
が
ら
、
お
身
体
を
十
分
御
自
愛
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
申
し
上
げ
ま
す
。
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うと市議会だより　第54 号

　

総
務
市
民
常
任
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し

た
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
去
る
６
月
22
日
、
本

委
員
会
を
開
催
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
御
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
専

決
関
係
８
議
案
、
条
例
関
係
１
議
案
、
予
算
関

係
１
議
案
、
そ
の
他
１
議
案
で
あ
り
ま
す
。

宇
土
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

宇
土
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
れ
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

宇
土
市
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

こ
れ
は
、
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域

に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関

す
る
法
律
第
20
条
の
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め

る
省
令
等
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
宇
土
市
一
般
関
係
補
正
予
算

（
第
11
号
）

　

当
委
員
会
所
管
の
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

繰
入
金
に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

を
１
，
０
９
７
千
円
増
額
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
予
算
総
額
の
財
源
調
整
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　

当
委
員
会
所
管
の
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

震
災
対
策
事
業
経
費
と
し
て
、
議
会
費
10
万

円
、
総
務
費
３
億
６
，
８
５
６
万
円
、
衛
生
費

23
億
８
３
２
万
６
千
円
、
消
防
費
１
，

２
５
４
万
４
千
円
、
災
害
復
旧
費
１
億
６
，

２
８
９
万
７
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正
と
し
ま
し
て
、

災
害
廃
棄
物
処
分
事
務
委
託
に
要
す
る
経
費
な

ど
、
５
事
業
に
つ
い
て
追
加
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
他
、
必
要
な
財
源
措
置
と
し
ま
し
て
、

地
方
債
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

宇
土
市
公
告
式
条
例
の
一
部
改
正

　

こ
れ
は
、
条
例
第
２
条
第
２
項
に
お
い
て
定

め
ら
れ
て
い
る
掲
示
場
所
に
つ
い
て
、
例
外
規

定
を
設
け
る
た
め
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

災
害
等
廃
棄
物
処
理
の
事
務
の
委
託

　

こ
れ
は
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害

に
よ
り
特
に
必
要
と
な
っ
た
廃
棄
物
の
適
正
な

処
理
を
熊
本
県
に
委
託
す
る
た
め
、
協
議
に
よ

り
規
約
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

　

当
委
員
会
所
管
の
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

震
災
対
策
事
業
経
費
と
し
て
、
総
務
費

２
６
０
万
円
、
衛
生
費
50
万
円
、
消
防
費

52
万
２
千
円
、
災
害
復
旧
費
４
億
７
，

９
４
６
万
５
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
必
要
な
財
源
措
置
と
し
ま
し
て
、

地
方
債
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
の
被
害
者

の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別

措
置
に
関
す
る
条
例

　

こ
れ
は
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害

の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め

の
特
別
措
置
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

　

当
委
員
会
所
管
の
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
務
費
で
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
費
と
し
て

３
５
９
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

災
害
復
旧
費
で
は
、
震
災
対
策
事
業
経
費
と

し
て
、
４
５
１
万
２
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
必
要
な
財
源
措
置
と
し
ま
し
て
、

地
方
債
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す

宇
土
市
役
所
本
庁
舎
他
解
体
工
事
請
負
契
約

の
締
結

　

こ
れ
は
、
予
定
価
格
１
億
５
，
０
０
０
万
円

以
上
の
工
事
の
請
負
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す

る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
５
号

の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
が
、
総
務
市
民
常
任
委
員
会
に
付
託
を

受
け
ま
し
た
議
案
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
本

委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て

は
、
全
会
一
致
で
、
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認

及
び
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

野口修一委員長

総
務
市
民

総
務
部
・
企
画
部
・
市
民
環
境
部
・
そ
の
他
を
所
管
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経
済
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し

た
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
去
る
６
月
22
日
、
本

委
員
会
を
開
催
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
御
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
専

決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
６
議
案
、
予
算
関
係

１
議
案
で
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）

　

当
委
員
会
所
管
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
方
債
の
補
正
と
し
ま
し
て
、
準
用
河
川
改

修
事
業
債
に
つ
い
て
限
度
額
の
変
更
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

当
委
員
会
所
管
の
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

震
災
対
策
事
業
経
費
と
し
て
、
衛
生
費
１
，

２
２
７
万
９
千
円
、
農
林
水
産
業
費

１
１
０
万
７
千
円
、
商
工
費
57
万
２
千
円
、
土

木
費
７
３
４
万
２
千
円
、
災
害
復
旧
費
９
億
４
，

４
０
５
万
６
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
必
要
な
財
源
措
置
と
し
ま
し
て
、

地
方
債
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額
は
、
５
９
６
万
２
千
円
を
増
額
す
る

も
の
で
、
補
正
後
の
総
額
は
１
億
１
，

２
２
４
万
４
千
円
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
震
災
対
策
事
業
の
実
施
に
伴
う
増

額
補
正
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
必
要
な
財
源
措
置
と
し
ま
し
て
、

地
方
債
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
支
出
の
補
正
額
は
、
３
，

９
１
１
万
７
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
補
正

後
の
総
額
は
５
億
２
，
０
５
７
万
４
千
円
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
震
災
対
策
事
業
の
実
施
に
伴
う
増

額
補
正
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
必
要
な
財
源
措
置
と
し
ま
し
て
、

地
方
債
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
公
共
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

収
益
的
支
出
の
補
正
額
は
、
４
，
４
１
０
万

円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の
総
額
は

10
億
１
，
２
２
９
万
６
千
円
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
支
出
の
補
正
額
は
、
３
，

２
０
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の

総
額
は
、
６
億
７
，
２
６
２
万
１
千
円
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
震
災
対
策
事
業
の
実
施
に
伴
う
増

額
補
正
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
必
要
な
財
源
措
置
と
し
ま
し
て
、

地
方
債
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　

当
委
員
会
所
管
の
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

土
木
費
で
は
、
宅
地
耐
震
化
促
進
事
業
と
し

て
１
，
５
０
０
万
円
、
震
災
対
策
事
業
と
し
て

２
９
９
万
１
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

次
に
、
災
害
復
旧
費
で
は
、
震
災
対
策
事
業

経
費
と
し
て
１
億
５
，
０
１
８
万
４
千
円
を
増

額
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
必
要
な
財
源
措
置
と
し
ま
し
て
、

地
方
債
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

当
委
員
会
所
管
の
主
な
も
の
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
担
い
手
育
成
支
援
経

費
と
し
て
８
７
６
万
７
千
円
、
地
籍
調
査
一
般

経
費
と
し
て
27
万
５
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
土
木
費
で
は
、
住
宅
管
理
一
般
経
費

と
し
て
40
万
５
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

以
上
が
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
を

受
け
ま
し
た
議
案
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
本

委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て

は
、
全
会
一
致
で
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
及

び
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

嶋本圭人委員長

経
済
建
設

経
済
部
・
建
設
部
・
農
業
委
員
会
を
所
管
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し

た
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
去
る
６
月
22
日
、
本

委
員
会
を
開
催
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
御
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
は
、
専

決
処
分
の
報
告
及
び
承
認
７
議
案
、
条
例
関
係

１
議
案
、
予
算
関
係
２
議
案
で
あ
り
ま
す
。

損
害
賠
償
額
の
決
定

　

こ
れ
は
、
台
風
15
号
の
通
過
に
伴
い
、
市
が

指
定
し
た
天
然
記
念
物
「
牧
神
社
イ
チ
ョ
ウ
」

が
隣
接
す
る
牧
神
社
に
倒
木
し
、
牧
神
社
の
建

物
、
鳥
居
、
玉
垣
及
び
燈
籠
を
損
壊
さ
せ
損
害

を
与
え
た
た
め
、
損
害
賠
償
額
を
決
定
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）

　

当
委
員
会
所
管
の
主
な
も
の
と
し
ま
し
て
は
、

1
月
23
日
〜
1
月
25
日
の
大
雪
災
害
対
策
経
費

１
５
９
万
７
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
年
度
内
の
事
業
完
了
が
困
難
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

当
委
員
会
所
管
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

震
災
対
策
事
業
経
費
と
し
て
、
民
生
費

３
億
４
，
５
６
９
万
７
千
円
、
衛
生
費

13
万
７
千
円
、
教
育
費
１
，
４
１
３
万
６
千
円
、

災
害
復
旧
費
１
億
３
，
５
３
５
万
１
千
円
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
必
要
な
財
源
措
置
と
し
ま
し
て
、

地
方
債
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額
は
10
万
３
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、

補
正
後
の
総
額
は
54
億
３
，
０
５
３
万
６
千
円

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
震
災
対
策
事
業
の
実

施
に
伴
う
増
額
補
正
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額
は
31
万
４
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、

補
正
後
の
総
額
は
33
億
７
，
２
７
５
万
２
千
円

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
震
災
対
策
事
業
の
実

施
に
伴
う
増
額
補
正
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額
は
７
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
補

正
後
の
総
額
は
３
億
９
，
８
８
４
万
１
千
円
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
震
災
対
策
事
業
の
実
施

に
伴
う
増
額
補
正
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

当
委
員
会
所
管
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

震
災
対
策
事
業
経
費
と
し
て
、
民
生
費
３
，

０
０
４
万
３
千
円
、
教
育
費
１
７
２
万
９
千
円
、

災
害
復
旧
費
５
，
３
９
１
万
８
千
円
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

必
要
な
財
源
措
置
と
し
ま
し
て
、
地
方
債
の
補

正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

宇
土
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

　

こ
れ
は
、
学
校
教
育
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

当
委
員
会
所
管
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

民
生
費
で
は
、
保
育
所
等
整
備
事
業
経
費
と

し
て
９
４
６
万
円
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
経
費
と
し
て
３
５
９
万
５
千
円
、
母
子
家
庭

高
等
職
業
訓
練
促
進
事
業
経
費
と
し
て

３
１
２
万
８
千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

衛
生
費
で
は
、
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導

入
経
費
と
し
て
92
万
９
千
円
を
増
額
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
社
会
教
育
総
務
費
一
般
経
費

と
し
て
９
４
０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

平
成
28
年
度
宇
土
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

補
正
額
は
１
１
８
万
８
千
円
を
増
額
す
る
も

の
で
、
補
正
後
の
総
額
は
54
億
３
，

１
７
２
万
４
千
円
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
国

民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府
県
単
位
化
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
の
増
額
補
正
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

以
上
が
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に
付
託
を

受
け
ま
し
た
議
案
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。
本
委

員
会
に
付
託
を
受
け
ま
し
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
全
て
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び
可

決
い
た
し
ま
し
た
。

樫﨑政治委員長

文
教
厚
生

健
康
福
祉
部
・
教
育
委
員
会
を
所
管
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平成28年第2回宇土市議会定例会議決結果一覧
【市長提出議案】

番　号 件　　　名 付託委員会 議決の結果

第53号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第４号　損害賠償額の決定について 文教厚生 原案承認

第54号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第５号　宇土市税条例等の一部を改正する条例について 総務市民 〃

第55号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第６号　宇土市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 総務市民 〃

第56号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第７号　宇土市税特別措置条例の一部を改正する条例について 総務市民 〃

第57号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第８号　平成27年度宇土市一般会計補正予算（第11号）について

総務市民
経済建設
文教厚生

〃

第58号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第９号　平成28年度宇土市一般会計補正予算（第１号）について

総務市民
経済建設
文教厚生

〃

第59号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第９－２号　平成28年度宇土市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 文教厚生 〃

第60号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第９－３号　平成28年度宇土市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について 経済建設 〃

第61号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第９－４号　平成28年度宇土市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 文教厚生 〃

第62号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第９－５号　平成28年度宇土市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 文教厚生 〃

第63号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第９－６号　平成28年度宇土市水道事業会計補正予算（第１号）について 経済建設 〃

第64号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第９－７号　平成28年度宇土市公共下水道事業会計補正予算（第１号）について 経済建設 〃

第65号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第10号　宇土市公告式条例の一部を改正する条例について 総務市民 〃

第66号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第11号　災害等廃棄物処理の事務の委託について 総務市民 〃

第67号 専決処分の報告及び承認を求めることについて
　専決第12号　平成28年度宇土市一般会計補正予算（第２号）について

総務市民
経済建設
文教厚生

〃

第68号 宇土市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 文教厚生 原案可決
第69号 平成28年熊本地震による災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する条例について 総務市民 〃

第70号 平成28年度宇土市一般会計補正予算（第３号）について
総務市民
経済建設
文教厚生

〃

第71号 平成28年度宇土市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について 文教厚生 〃
第72号 宇土市役所本庁舎他解体工事請負契約の締結について 総務市民 〃
第73号 宇土市固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案同意

【議員提出議案】
番号 件　　　名 議決結果

発議第３号 宇土市議会基本条例について 原案可決
発議第４号 宇土市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例について 〃
発議第５号 宇土市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例について 〃
発議第６号 平成28年熊本地震からの復旧・復興に係る特別な財政措置を求める意見書 〃
発議第７号 被災者生活再建支援法の改正を求める意見書 〃
発議第８号 行政庁舎等再建についての国庫補助制度の創設を求める意見書 〃

【報告】
報告番号 件　　　名
第３号 平成27年度宇土市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
第４号 平成27年度宇土市公共下水道事業会計予算繰越計算書の報告について
第５号 宇土市土地開発公社の経営状況の報告について

第６号 専決処分の報告について
　専決第２号　損害賠償額の決定について

会　派　名
議　員　名

議　案　等

議
決
結
果

表決数
賛成－反対

政風会 宇土、みらい うと・しせい会 無　所　属
今
中　

真
之
助

西
田　

和
徳

野
口　

修
一

田
尻　

正
三

嶋
本　

圭
人

樫
﨑　

政
治

園
田　
　

茂

宮
原　

雄
一

柴
田　

正
樹

平
江　

光
輝

中
口　

俊
宏

藤
井　

慶
峰

芥
川　

幸
子

山
村　

保
夫

杉
本　

信
一

浜
口　

多
美
雄

福
田　

慧
一

第55号
専決処分の報告及び承認を求めることについて
専決第６号　宇土市国民健康保険税条例の一
部を改正する条例について

可　

決
１６－１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※○＝賛成又は採択，×＝反対又は不採択，欠＝欠席，退＝退席，除＝除席
※村田宣雄議員は議長職のため，可否同数の場合のみ裁決する。

　上記以外の議案等は，原案のとおり全会一致で決定されました。

議 案 賛 否 一 覧 表
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　第２回定例会は，市執行部が震災に対する復旧・復興活動に
全力を傾注できるよう，会期を短縮して行いました。先日，仮
設庁舎が完成しましたが，今後ますます市の復旧復興が加速す
ることを期待しているところです。
　さて，今年の梅雨は，地震に追い打ちをかけるように，浸水
や土砂災害を引き起こしました。被災された方々に心からお見
舞い申し上げます。
　これからは台風の季節になります。市民の皆様におかれまし
ては，情報収集や早めの避難を心掛け，高い防災意識を持って
行動していただきたいと思います。
編集委員　　委員長／藤井慶峰　副委員長／野口修一
　　　　　　委　員／樫﨑政治　委　員／嶋本圭人

編 集 後 記

市議会からのお知らせ
　市議会のホームページで，本会議（定例会・臨時会）の会議録
を公開しています。

［アドレス］http://www.city.uto.kumamoto.jp/
　なお，平成28年第２回定例会の会議録は，平成28年第３回定例
会以降に閲覧可能です。
　

［お問い合せ］市議会事務局　0964－22－1111　内線234
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　市議会では市民の皆さんの生活に密着した問題が審議されてい
ます。身近な市政を知るために，是非一度傍聴してみませんか。
◇ 本会議の傍聴席の定員は50人です。ただし，会場の広さに
より制限される場合があります。

◇ 委員会傍聴については，会場の広さ・内容等により人員を制
限する場合がありますので御了承ください。

◇ 原則として，本会議，委員会は午前10時開会ですが，議事
の都合で変更する場合があります。

◇ 本会議傍聴の際は，傍聴席入口に掲示の注意事項をお守りく
ださい。

平成28年
第３回定例会会期日程
　第３回定例会の日程は，市
議会ホームページを御覧にな
るか，議会事務局までお問い
合わせください。

福田慧一議員

市議会議員表彰
　平成28年第２回定例会の開会日冒頭に，本会議場にお

いて，表彰状及び感謝状の伝達が行われました。内容は，

５月31日，東京国際フォーラムで開催されました第92回

全国市議会議長会定期総会の席上において，全国市議会議

長会会長から，福田慧一議員が市議会議員として在職25

年の表彰状を授与されたものです。

市議会議長会からのお見舞金
　平成28年４月27日に熊本県市議会議長会，５月23日に九州市議会議長会から熊本地震
被害に伴うお見舞金をいただきました。また，７月11日には全国市議会議長会が熊本県
市議会議長会にお見舞金贈呈のため来熊され，７月12日に本市の本庁舎等を視察されま
した。このお金は今後，熊本県市議会議長会から該当市へ配分される予定です。
　これらのお見舞金は，今後の市の復旧・復興等のために使用されます。

熊本県市議会議長会 九州市議会議長会 全国市議会議長会


